
私は学生時代から数えると40年余り (こ の間外

国生活もあったが)東大でお世話になりました。

東大に様々な思い出と共に愛着が無いと言ったら

嘘となりましょう。しかし定員枠のある大学が,

若い人々の流入を保証し組織の活性を最大とする

ために,定年制という中々乙な制度を設けて,古

手は60歳になると, まだ違う世間に接するポテン

シャルが十分あるうちに新天地を求めて転身して

行 くことになっているのは決して悪いことではあ

りません。

東大への愛着 と言っても私の場合, 日本的な

ウェットなものでなく,少々ナショナリスティッ

クなドライなもので,東大への「期待」と言って

よいかも知れません。自分達が果たせなかったこ

とを次の世代に要求するというのは世間の家庭な

どでもありがちなことで古い世代の身勝手かも知

れませんが,世間の親達の場合と同様,悪意は全

くありませんので,以下,少々きつい事も言うか

もしれませんが,こ れは東大が発展して世界での

最先端に伍 して人類の智を開いて行く事を望んで

という以外の他意は全く無いので,ご寛容の程を

予めお願いしておきたいと思います。

私だけではないと思いますが,我が国のこれま

での文教政策 (こ こでは特に大学に限ることにし
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ましょう)に は本当に歯がゆい思いがありまし

た。アメリカの大学や研究所にしばらく滞在して

帰ってくるたびに東大のインフラストラクチャー

の乏しさに1号然とし,こ れで先進国と言えるのか

と・lk嘆 したものです。設備は不十分というよりむ

しろ無いと言うべき状態,必要なスペースも無 _

く,研究サポートも殆どないに等しい。特に過去0)
10年程は日本の社会が豊になって行 くのに大学は

何 も改善されないという事態が続きました。手前

味噌かも知れませんが,教官,学生は外国のそれ

らに比べて決 して劣っているとも思えないのです

が,こ れでは他先進国の一流大学と太刀打ちは困

難だと思いました。

これは有馬先生が総長の時に,「捨て身的ア

ピール」をされて,やっと産業界,そ して国も認

識し始め,改善への兆しが出て来ました。日本は

高速道路などの例でも分かりますが,ダメだ,ひ
どい, といわれても何年もの間,事態は改善され

ませんが,一旦やることになると結構やりますか

ら,大学の手当も遅すぎたが,こ れから良くなる

でしょう。

しかし今度はまだ大学の側で21世紀を目指した

抜本的飛躍への青写真が出来るのが遅れていると

いうのが現状ではないでしょうか。柏の計画はあ

るにしても,本郷が主体の役割を放棄するのでな
い以上,本郷の改善が不可欠の筈ですが,こ れが

(理学部は建物が立つことになったと言っても)

まだ本当の議論がされていないように思われま

す。存在している本郷のキャンパス計画を見ても

従来の学部の縄張 り意識を越えられないものであ

り,慌ててこれ迄のものを余 り検討されずにフ

リーズしたに過ぎないように思います。21世紀を

見越した理想的都市型大学への脱皮のための再開

退官にあたって
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発計画 (例えば,人工地盤を作って地下に実験設

備を収納して,地上の建物は適切に統合,高層化
して建物の間には緑地を増すなと,次の百年に耐

え得る計画)は , ついにまともに議論されたとは

言えません。さらに本質的なこととして,大学と

して将来世界の先端を走れる基盤を造るためには

何をしなければいけないかについての構想が出て

来ていないのではないでしょうか ? 折角の理学
部の変革を例に取っても,万一,大学院への呼称
の変更,教官の格上げ等のみに終わらせてしまっ

ては本当に残念なことになります。つまり,こ れ

だけで世界の先端を走れる体制になるかと言う

と,全 くそうではないのです。助手が格上げで

減った分若い人の補給が減れば組織の活発さは減

りますから,ポストドクトラル制度の充実 (例え

ば主要研究大学には固有枠を設けてもらうなど)

をあわせて実現して行かなければいけないし, ま

た,折角増えた広域理学が柏に皆行ってしまうの

ではいけないのではないでしょうか。広域理学部

門は専攻の枠を越えた共通の関心を持たれる分野

で,10億円クラスのプロジェクトを大学でも行な

う事を可能としたいと考えて進めた訳で,例えば

総ての専攻の研究基盤となる情報処理の先端化プ

ロジェクト,その他を,時代の激動に受け身的に

切 り裂かれてしまうのではなく,未来を見込んだ

変身を自ら進めて時代を先取りする発展を作 り出

す戦略が必要なのではないでしょうか ? 過ぎた
事ですが例にとりますと,生物関係の柏行きの間

題では理学部教授会の議論は従来型の全部包合型

理学系ということに重きを置かれた方も多かった

ようですが,従来型はそれなりのメリットもある

にしても,結果的には生物関係に関しては名だけ

を取って実を手放してしまう形になってしまった

のではないでしょうか ? むしろ他学科 も,理学
部の生物関係が自ら変身し新しい生命科学系の核

となるのを応援すると共に, 自らも十分21世紀に

対応出来る物理科学系科学の系となり,行 く行く

は物理科学の系,化学科学 (?)の系,etcと そ

れぞれ変身しつつ展開して行くと言う方法もあっ

たのではないでしょうか ? 大きくなったものが

変身せずにただ膨張を主張してもダメで,既存部

分が時代により良く適合したものに変身するプロ

セスで新しい増も得て体制を整えるというのが当

事者以外にも受け入れられる可能な新時代適応の

パターンのように思います。このような痛みも伴

うプロセスを選択する道は容易なものではありま

せんが,本当に我 (が)に捉われないで理学部の

高度の衆智を純化結集できれば道は開けない筈が

ないと思います。私は外に去りますが,残る皆さ

んが,将来の日本のために,最善の道を開かれる

戦いをして行かれるのを心から,芯援 したいと思っ

ています。
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